
第３次鳥栖市男女共同参画行動計画　新旧対照表（具体的施策）新計画P39～50、前の計画（※第２次計画冊子の頁）P44～61　下線部分は変更部分
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44

1
男女
共同
参画を
学ぶ
機会
の充
実

1

教育の場において、性別にとらわれることなく、一人
ひとりの個性と能力を伸ばす男女平等教育を推進
し、自立した豊かな人間性の実現に努めます。

●人権教育、家事能力向上・家族の役割と責任の
学習

・道徳や技術・家庭科等の授業を通し、人権教育や
家事のワークシェアリングの学習の充実を図る。

学校教育課 39

1
男女
共同
参画を
学ぶ
教育
機会
の充
実

1

教育の場において、性別にとらわれることなく、一人
ひとりの個性と能力を伸ばす男女平等教育を推進
し、自立した豊かな人間性の実現に努めます。

●人権教育家事能力向上・家族の役割と責任の学
習

・道徳や技術・家庭科等の授業を通し、人権教育や
家事のワークシェアリングの学習の充実を図る。

・性の多様性に関する講演や生徒会を中心とした啓
発活動により学習の充実を図る。

学校教育課

44

44 5

3

生涯学習課

3

4

2
保育・
教育
関係
者の
意識を
高める

1
男女
共同
参画を
学ぶ
教育
機会
の充
実

2
保育・
教育
関係
者の
意識を
高める

39

39

男女共同参画の意識づくりのために、講演会や講
座等の学習機会の充実を図ります。

●生涯学習における教育者の研修

・男女共同参画等に関する講演会等に参加を促
す。

教育関係者が男女共同参画の理念を理解し、意識
を高めることができるよう話し合いや研修の機会の
確保に努め、日常活動における固定的な性別役割
分担を見直し改善を図り、教育の場における男女共
同参画を推進します。

●保育園・幼稚園における教育者の研修／話し合
いの場の確保

・男女共同参画の意識を高める話し合いの場を設
定する。

・男女共同参画に関する研修を実施する。

第２次計画（後期計画）（現行計画） 第３次計画（案）

こども育成課

生涯学習課

こども育成課

教育関係者が男女共同参画の理念を理解し、意識
を高めることができるよう話し合いや研修の機会の
確保に努め、日常活動における固定的な性別役割
分担を見直し改善を図り、教育の場における男女共
同参画を推進します。

●保育園・幼稚園における教育者の研修／話し合
いの場の確保

・男女共同参画の意識を高める話し合いの場を設
定する。

・男女共同参画に関する研修に参加する。

男女共同参画の意識づくりのために、意識啓発と講
演会や講座等の学習機会の充実を図ります。

●生涯学習における教育者の研修

・県や市などが実施する男女共同参画などの人権
意識を高める研修に参加する。

2
学習
機会
への
参加を
促進す
る環境
づくり

資料３
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45

９
男女
共同
参画に
関する
情報
等の
収集
及び提
供

13

男女共同参画に関する様々なニーズに対応した情
報を収集し、あらゆる機会を通じ積極的な提供に努
めます。

●図書館における男女共同参画に関する図書資料
等の充実

・毎週実施している図書資料の選書において、男女
共同参画に関するものを追加し資料の充実を図る。

・男女共同参画週間に合わせて、毎年６月に男女共
同参画に関するテーマ展示を行う。

生涯学習課 40

3
男女
共同
参画に
関する
情報
等の
収集
及び提
供

15

市報やホームページ等の広報媒体を活用し、男女
共同参画に関する法令や催事等を積極的に広報す
る等、男女共同参画に関する様々なニーズに対応
した情報を収集し、あらゆる機会を通じ積極的な提
供に努めます。

●図書館における男女共同参画に関する図書資料
等の充実

・図書資料の選書において、男女共同参画に関する
ものを追加する等の資料の充実を図る。

・男女共同参画週間に合わせて、毎年６月に男女共
同参画に関するテーマ展示を行う。

生涯学習課

50 市民協働推進課 1236

23
性的
少数
者に対
する理
解の
推進

市民協働推進課

性的少数者の差別解消等に向けた啓発と取り組み
を推進します。

●性的少数者に関する理解促進のための啓発

・ホームページや市報等による啓発を行い、性的少
数者への理解を深める。

・講座や研修等を開催し、性的少数者への理解を促
進する。

性的少数者に対する理解が進むよう啓発に努めま
す。

●性的少数者に関する理解促進のための啓発

・ホームページ等による啓発を行い、性的少数者へ
の理解を進める。

40

2
学習
機会
への
参加を
促進す
る環境
づくり
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第２次計画（後期計画）（現行計画） 第３次計画（案）

45

9
男女
共同
参画に
関する
情報
等の
収集
及び提
供

14

男女共同参画に関する様々なニーズに対応した情
報を収集し、あらゆる機会を通じ積極的な提供に努
めます。

●人権・男女共同参画等に関する情報の提供

・まちづくり推進センターや勤労青少年ホームにお
いて、男女共同参画に関する情報を提供する。

市民協働推進課

生涯学習課
40

3
男女
共同
参画に
関する
情報
等の
収集
及び提
供

16

市報やホームページ等の広報媒体を活用し、男女
共同参画に関する法令や催事等を積極的に広報す
る等、男女共同参画に関する様々なニーズに対応
した情報を収集し、あらゆる機会を通じ積極的な提
供に努めます。

●人権・男女共同参画等に関する情報の提供

・まちづくり推進センターや生涯学習センターにおい
て、男女共同参画に関する情報を提供する。

市民協働推進課

生涯学習課

47

48

22

学校教育課
教育総務課

22

20

26

21
妊娠・
出産・
育児
期にお
ける支
援と相
談の
充実

健康増進課

学校教育課
教育総務課

母親と乳幼児等の健康を維持するため、妊娠・出
産・育児に関する保健指導を行うとともに、母親の
心の健康を支援し、母親と乳幼児等の健康の保持
増進のため、母子保健施策を講じ、妊娠期から子育
て期までの切れ目ない支援を目指します。

●母子保健事業の推進

・母子健康包括支援事業を実施する。

・佐賀県が行う子育て支援カウンセラー派遣事業の
関係情報を提供する。

子育てに困難を抱える家庭の生活の安定に必要な
支援を継続するとともに相談体制の充実を図りま
す。

●経済的に困難を抱える家庭への支援

・経済的な理由で給食費や学用品費等の支払いに
困っている家庭に対し、費用の一部を援助する就学
援助費を支給する。

経済的に困難を抱える家庭等への支援を通じ、子
育て家庭のライフステージに応じた様々な支援に取
り組むとともに、多様化した保育ニーズに的確に対
応し、仕事と生活の両立を支えるために、様々な保
育サービスを提供します。

●経済的に困難を抱える家庭への支援

・経済的な理由で給食費や学用品費等の支払いに
困っている家庭に対し、費用の一部を援助する就学
援助費を支給する。

・生活困窮の家庭を訪問して、保護者・児童生徒の
困り感を把握し、適切な指導・支援を行う。

・入手が困難な児童生徒が必要な時に使えるよう、
市立小中学校の女子トイレに生理用品を無償設置
する。

42

41

6
子育て
に関す
るライ
フス
テージ
に応じ
た支援

母親と乳幼児等の健康を維持するため、妊娠・出
産・育児に関する保健指導を行うとともに、母親の
心の健康を支援します。

●母子保健事業の推進

・ほやほや教室、ぴよぴよ教室を実施する。

・保健師・助産師が妊産婦乳幼児家庭を訪問する。

・育児相談を実施する。

・母子保健推進員が乳幼児家庭を訪問する。

・幼児健診（１歳半、３歳）を通じて、子どもと母親の
健康づくりを支援する。

健康増進課

17
子育て
に困難
を抱え
る家庭
の自
立支
援の
充実

6
子育て
に関す
るライ
フス
テージ
に応じ
た支援



ページ
番号

施策
番号

事業
番号

施策の内容 担当課
ページ
番号

施策
番号

事業
番号

施策の内容 担当課
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48
学校教育課
教育総務課

2226
学校教育課
教育総務課

子育てに困難を抱える家庭の生活の安定に必要な
支援を継続するとともに相談体制の充実を図りま
す。

●経済的に困難を抱える家庭への支援

・経済的な理由で給食費や学用品費等の支払いに
困っている家庭に対し、費用の一部を援助する就学
援助費を支給する。

経済的に困難を抱える家庭等への支援を通じ、子
育て家庭のライフステージに応じた様々な支援に取
り組むとともに、多様化した保育ニーズに的確に対
応し、仕事と生活の両立を支えるために、様々な保
育サービスを提供します。

●経済的に困難を抱える家庭への支援

・経済的な理由で給食費や学用品費等の支払いに
困っている家庭に対し、費用の一部を援助する就学
援助費を支給する。

・生活困窮の家庭を訪問して、保護者・児童生徒の
困り感を把握し、適切な指導・支援を行う。

・入手が困難な児童生徒が必要な時に使えるよう、
市立小中学校の女子トイレに生理用品を無償設置
する。

42

17
子育て
に困難
を抱え
る家庭
の自
立支
援の
充実

6
子育て
に関す
るライ
フス
テージ
に応じ
た支援
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第２次計画（後期計画）（現行計画） 第３次計画（案）

52

27
多様な
保育
サービ
スの提
供

43

多様化した保育ニーズに的確に対応し、仕事と生活
の両立を支えるために、様々な保育サービスを提供
します。

●特別保育事業の充実

・一時預り、延長保育、休日保育、病後児保育等の
特別保育を実施し、保育サービスの充実を図る。

こども育成課 42

6
子育て
に関す
るライ
フス
テージ
に応じ
た支援

24

経済的に困難を抱える家庭等への支援を通じ、子
育て家庭のライフステージに応じた様々な支援に取
り組むとともに、多様化した保育ニーズに的確に対
応し、仕事と生活の両立を支えるために、様々な保
育サービスを提供します。

●特別保育事業の充実

・一時預かり、延長保育、病児・病後児保育等の特
別保育を実施し、保育サービスの充実を図る。

こども育成課

48 27 42建設課 建設課

経済的に困難を抱える家庭等への支援を通じ、子
育て家庭のライフステージに応じた様々な支援に取
り組むとともに、多様化した保育ニーズに的確に対
応し、仕事と生活の両立を支えるために、様々な保
育サービスを提供します。

●経済的に困難を抱える家庭への支援

・住宅に困窮する低額所得者のひとり親家庭に対
し、市営住宅（ひとり親家庭向け特定目的住宅）へ
優先入居の支援措置を行う。

23

子育てに困難を抱える家庭の生活の安定に必要な
支援を継続するとともに相談体制の充実を図りま
す。

●経済的に困難を抱える家庭への支援

・住宅に困窮する低額所得者の母子に対し、市営住
宅（母子世帯向特定目的住宅）へ優先入居の支援
措置を行う。

17
子育て
に困難
を抱え
る家庭
の自
立支
援の
充実

6
子育て
に関す
るライ
フス
テージ
に応じ
た支援
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第２次計画（後期計画）（現行計画） 第３次計画（案）

52

27
多様な
保育
サービ
スの提
供

44

多様化した保育ニーズに的確に対応し、仕事と生活
の両立を支えるために、様々な保育サービスを提供
します。

●放課後児童クラブ事業の充実

・各学校の敷地内の専用施設や学校の余裕教室等
を利用し施設規模の適正化を図り、また、民間が設
立運営する放課後児童クラブに対し、補助を行い、
児童の安全安心な生活の場を確保する。

・指導員の配置基準を設定し、児童の健全育成を図
る。

・利用時間の延長、小学４年生以上の利用等利便
性の向上を図る。

生涯学習課 42

6
子育て
に関す
るライ
フス
テージ
に応じ
た支援

25

経済的に困難を抱える家庭等への支援を通じ、子
育て家庭のライフステージに応じた様々な支援に取
り組むとともに、多様化した保育ニーズに的確に対
応し、仕事と生活の両立を支えるために、様々な保
育サービスを提供します。

●放課後児童クラブ事業の充実
・各学校の敷地内の専用施設や学校の余裕教室等
を利用し施設規模の適正化を図り、また、民間が設
立運営する放課後児童クラブに対し、補助を行い、
児童の安全安心な生活の場を確保する。

・指導員の配置基準を設定し、児童の健全育成を図
る。

・（削除）

生涯学習課

52

27
多様な
保育
サービ
スの提
供

46

多様化した保育ニーズに的確に対応し、仕事と生活
の両立を支えるために、様々な保育サービスを提供
します。

●放課後子ども教室の開催

・まちづくり推進センターで水曜日の放課後や土曜
日等に、学習やスポーツ・文化活動等を通して、地
域住民との交流を図りながら、子どもたちが安心し
て健やかに活動できる場所を提供する。

市民協働推進課 42

6
子育て
に関す
るライ
フス
テージ
に応じ
た支援

27

経済的に困難を抱える家庭等への支援を通じ、子
育て家庭のライフステージに応じた様々な支援に取
り組むとともに、多様化した保育ニーズに的確に対
応し、仕事と生活の両立を支えるために、様々な保
育サービスを提供します。

●放課後子ども教室の開催

・まちづくり推進センターで水曜日の放課後や土曜
日等に放課後子ども教室を開催し、学習やスポー
ツ・文化活動等を通して、地域住民との交流を図り
ながら、子どもたちが安心して健やかに活動できる
場所を提供する。

市民協働推進課
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第２次計画（後期計画）（現行計画） 第３次計画（案）

49 42
社会福祉課

⇒
高齢障害福祉課

高齢障害福祉課28

高齢者が心身ともに健康で充実した生活を送れるよ
うに、在宅での生活を支援するための各種サービス
の利用を促進します。

●各種在宅サービスの提供／地域における在宅高
齢者の支援

・高齢者が介護や支援が必要になった場合でも、住
み慣れた地域で自立した生活が継続できるよう適
切な介護保険サービスや高齢者福祉サービスの提
供ができる体制の整備を図る。

全国的に高齢化率の上昇が見込まれる中、寝たき
りや認知症の原因となる生活習慣病の発症及び重
症化を予防するため、高齢者になっても、心身とも
に健康で充実した生活を送れるように、若者から高
齢者までの保健事業を一体的に進めます。
また、寝たきりや閉じこもりの予防のため、地域の高
齢者が自ら参加することで、介護予防に向けた主体
的な取り組みを目指します。
高齢者や障害者が心身ともに健康で充実した生活
を送れるように、在宅での生活を支援するための各
種サービスの利用を促進するととともに、社会参加
へ向けた取り組みや支援等を行います。

●地域における在宅高齢者の支援

・高齢者が介護や支援が必要になった場合でも、住
み慣れた地域で自立した生活が継続できるように、
適切な介護保険サービスや高齢者福祉サービスを
提供するとともに、地域包括支援センター等の相談
機関と連携し、支援を進める。

7
生活に
不安を
抱えた
様々な
人の
自立と
社会
参加
への
支援

18
高齢
者の
生活
支援
の充
実

28
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49

１９
高齢
者の
自立と
社会
参加
の支
援

29

働くことへの意欲や趣味、社会活動等の生きがいを
持ち、高齢者が社会の一員であり続けることの大切
さを発信します。また、寝たきりや閉じこもりの予防
のための自発的な活動に、地域の高齢者が自ら参
加することで、介護予防に向けた主体的な取組を目
指します。

●シルバー人材センター事業の支援・拡充／介護
予防の担い手の育成

・シルバー人材センター運営への支援を行うことに
より、高齢者の就労を促進し、生きがいづくりの支援
と社会参加の促進を図る。

・介護予防に関する知識や技術を習得した担い手
の育成を図り、高齢者が住み慣れた地域で自立し
た生活が継続できるように支援する。

42

7
生活に
不安を
抱えた
様々な
人の
自立と
社会
参加
への
支援

29

全国的に高齢化率の上昇が見込まれる中、寝たき
りや認知症の原因となる生活習慣病の発症及び重
症化を予防するため、高齢者になっても、心身とも
に健康で充実した生活を送れるように、若者から高
齢者までの保健事業を一体的に進めます。
また、寝たきりや閉じこもりの予防のため、地域の高
齢者が自ら参加することで、介護予防に向けた主体
的な取り組みを目指します。
高齢者や障害者が心身ともに健康で充実した生活
を送れるように、在宅での生活を支援するための各
種サービスの利用を促進するととともに、社会参加
へ向けた取り組みや支援等を行います。

●シルバー人材センター事業の支援／介護予防の
担い手の育成

・シルバー人材センター運営への支援を行うことに
より、高齢者の就労を促進し、生きがいづくりの支援
と社会参加の促進を図る。

・介護予防に関する知識や技術を習得した担い手
の育成を図り、高齢者が住み慣れた地域で自立し
た生活が継続できるように支援する。

高齢障害福祉課
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49 43 健康増進課健康増進課 30

働くことへの意欲や趣味、社会活動等の生きがいを
持ち、高齢者が社会の一員であり続けることの大切
さを発信します。また、寝たきりや閉じこもりの予防
のための自発的な活動に、地域の高齢者が自ら参
加することで、介護予防に向けた主体的な取組を目
指します。

●食や運動に関する教室の開催

・高齢者を対象にした健康教室を開催する。

全国的に高齢化率の上昇が見込まれる中、寝たき
りや認知症の原因となる生活習慣病の発症及び重
症化を予防するため、高齢者になっても、心身とも
に健康で充実した生活を送れるように、若者から高
齢者までの保健事業を一体的に進めます。
また、寝たきりや閉じこもりの予防のため、地域の高
齢者が自ら参加することで、介護予防に向けた主体
的な取り組みを目指します。
高齢者や障害者が心身ともに健康で充実した生活
を送れるように、在宅での生活を支援するための各
種サービスの利用を促進するととともに、社会参加
へ向けた取り組みや支援等を行います。

●食や運動に関する教室の開催／介護予防教室
の開催

・高齢者を対象にした食に関する教室を開催する。
（食生活改善推進協議会へ委託）

・出前講座を通じ、介護予防や健康づくりに関する
知識の周知を図り、実践の支援を行う。

7
生活に
不安を
抱えた
様々な
人の
自立と
社会
参加
への
支援

19
高齢
者の
自立と
社会
参加
の支
援

30
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51 43

高齢障害福祉
課

⇒健康増進課
分はNO.30の
事業に統合

全国的に高齢化率の上昇が見込まれる中、寝たき
りや認知症の原因となる生活習慣病の発症及び重
症化を予防するため、高齢者になっても、心身とも
に健康で充実した生活を送れるように、若者から高
齢者までの保健事業を一体的に進めます。
また、寝たきりや閉じこもりの予防のため、地域の高
齢者が自ら参加することで、介護予防に向けた主体
的な取り組みを目指します。
高齢者や障害者が心身ともに健康で充実した生活
を送れるように、在宅での生活を支援するための各
種サービスの利用を促進するととともに、社会参加
へ向けた取り組みや支援等を行います。

●介護予防教室の開催(高齢障害福祉課分）

・身近な場所での継続的な介護予防の取組や、介
護予防に関する知識や技術を習得した担い手の育
成等環境整備を図り、高齢者が住み慣れた地域で
自立した生活が継続できるように支援する。

　　社会福祉課
⇒
　高齢障害福祉課

    健康増進課

31

働くことへの意欲や趣味、社会活動等の生きがいを
持ち、高齢者が社会の一員であり続けることの大切
さを発信します。また、寝たきりや閉じこもりの予防
のための自発的な活動に、地域の高齢者が自ら参
加することで、介護予防に向けた主体的な取組を目
指します。

●介護予防教室の開催（高齢障害福祉課分）

・身近な場所での継続的な介護予防の取組や、介
護予防に関する知識や技術を習得した担い手の育
成等環境整備を図り高齢者が住み慣れた地域で自
立した生活が継続できるように支援する。

7
生活に
不安を
抱えた
様々な
人の
自立と
社会
参加
への
支援

26
介護
予防
の推
進

41
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51

なし

43

43

健康増進課

市民協働推進課

健康増進課

性の多様なあり方に配慮するため、庁内の申請書
等の性別表記の廃止や変更等について検討しま
す。

庁内の申請書欄の性別欄の廃止や変更

・庁内における申請書等への性別記入欄の削除ま
たは多様な性への対応（国・県様式を除く）を行う。

8
多様
性を尊
重する
環境
の整
備

市民一人ひとりが、生涯を通して心身ともに健康で
あることの重要性や男女の性に関する正しい知識・
情報を知ることができるよう、各種健康事業や意識
啓発に取り組みます。
また、青少年が発達段階における心身の変化等に
応じた性や健康に関する正しい知識を持つことがで
きるよう普及と啓発を図ります。

●教育教材等の貸出及び食と健康に関する啓発

・沐浴人形や妊婦シミュレーター等、教育教材等の
貸し出しや性についての情報を提供する。

・養護教諭との連携を図る。

・夏休み親子健康教室を開催し、子どもの健康づく
り講座を実施する。

34

9
生涯を
通じた
心身
の健
康支
援

35

青少年が発達段階における心身の変化等に応じた
性や健康に関する正しい知識を持つことができるよ
う普及と啓発を図ります。

●教育教材等の貸出及び食と健康に関する啓発

・沐浴人形や妊婦シュミレーター等、教育教材等の
貸し出しや性についての情報を提供する。

・養護教諭との連携を図る。

・食育に関する講話を要望に応じて行う。

・食生活改善推進員が家庭科の調理実習を手伝
い、健康や食に関する啓発を行う。

なし

24
思春
期にお
ける健
康教
育の
充実

なし

37
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51

25
生涯を
通じた
心身
の健
康支
援

39

男女の性の違いにより異なる健康上の問題に対す
る予防情報を提供し、健康保持や体力向上のため
のスポーツやレクリエーション活動の機会を提供し
ます。

●乳がんや子宮がん等の各種健診・予防／健康マ
イレージ制度による健康づくりの推進／更年期等に
関する相談

・乳がん検診や子宮がん検診等の受診者数を増や
し、疾病の早期発見・早期治療につなげる。

・がん予防月間における啓発を実施する。

・うらら健康マイレージクラブへの参加者数を増や
し、健康づくりを支援する。

・女性特有の更年期の病気の相談に対応する。

健康増進課 44

9
生涯を
通じた
心身
の健
康支
援

36

市民一人ひとりが、生涯を通して心身ともに健康で
あることの重要性や男女の性に関する正しい知識・
情報を知ることができるよう、各種健康事業や意識
啓発に取り組みます。
また、青少年が発達段階における心身の変化等に
応じた性や健康に関する正しい知識を持つことがで
きるよう普及と啓発を図ります。

●乳がん、子宮がんなど女性特有のがん検診の実
施／更年期等に関する相談

・疾病の早期発見・早期治療に繋げる。

・更年期の病気の相談に応じる。

健康増進課
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50

50 44

44

35

男女がともに自分自身と相手を大切にし、自己決定
できる権利についての意識の浸透を図るとともに、
若い世代に対する母体保護に必要な知識の普及・
啓発を図ります

●女性が自らの身体について自己決定を行い健康
を享受する権利の啓発

・講演会等の機会に、男女が生涯を通じて健康であ
り続けることができる権利の重要性を啓発する。

健康増進課

市民協働推進課 学校教育課
市民協働推進課

健康増進課

男女がともに自分自身と相手を大切にし、自己決定
できる権利についての意識の浸透を図るとともに、
若い世代に対する母体保護に必要な知識の普及・
啓発を図ります。

●性感染症予防等の啓発／女性が自らの身体に
ついて自己決定を行い、健康を享受する権利の啓
発

・育児相談等個別の相談時に、子どもの数や出産
する時期等について自己決定を行い、望まない妊
娠をさけ、生涯を通じて健康であり続けることができ
る権利の重要性を啓発する。

市民一人ひとりが、生涯を通して心身ともに健康で
あることの重要性や男女の性に関する正しい知識・
情報を知ることができるよう、各種健康事業や意識
啓発に取り組みます。
また、青少年が発達段階における心身の変化等に
応じた性や健康に関する正しい知識を持つことがで
きるよう普及と啓発を図ります。

●性感染症予防等の啓発／女性が自らの身体を大
切にすることの啓発

・母子健康手帳発行時、性感染症予防のリーフレッ
トを配布、説明する。

・妊娠届け出や育児相談等個別の相談時に、生涯
を通じて健康であり続けることの大切さを伝える。

市民一人ひとりが、生涯を通して心身ともに健康で
あることの重要性や男女の性に関する正しい知識・
情報を知ることができるよう、各種健康事業や意識
啓発に取り組みます。
また、青少年が発達段階における心身の変化等に
応じた性や健康に関する正しい知識を持つことがで
きるよう普及と啓発を図ります。

●女性が自らの身体について自己決定を行い健康
を享受する権利の啓発

・学校を含めた講演会等の機会に、男女が生涯を
通じて健康であり続けることができる権利の重要性
を啓発する。

9
生涯を
通じた
心身
の健
康支
援

9
生涯を
通じた
心身
の健
康支
援

40

39

22
性と生
殖に関
する健
康と権
利の
啓発

22
性と生
殖に関
する健
康と権
利の
啓発

34
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56

37
ＤＶ被
害者
支援に
係わる
相談
体制
の強
化

66

関係課が共通認識を持ち、迅速で適切な対応に向
けて連携を強化し、被害者の個人情報の保護にも
配慮しつつ、被害者救済の第一歩である相談窓口
の利便性を高めます。

●庁内相談担当者間の連携強化／被害者の安全
と安心の確保

・関係各課の相談担当者と連携する。

・国民健康保険に関する相談に応じ、被害者の支援
に努める。

国保年金課 45

11
相談
体制
の充
実

45

関係課が共通認識を持ち、迅速で適切な対応に向
けて連携を強化し、被害者の個人情報の保護にも
配慮しつつ、被害者救済の第一歩である相談窓口
の利便性を高めます。

●庁内相談担当者間の連携強化／被害者の安全
と安心の確保

・関係各課の相談担当者と連携する。

・国民健康保険及び後期高齢者医療制度に関する
相談に応じ、被害者の支援に努める。

国保年金課

56

37
ＤＶ被
害者
支援に
係わる
相談
体制
の強
化

71

関係課が共通認識を持ち、迅速で適切な対応に向
けて連携を強化し、被害者の個人情報の保護にも
配慮しつつ、被害者救済の第一歩である相談窓口
の利便性を高めます。

●庁内相談担当者間の連携強化／学校におけるス
クールカウンセラーの配置及び相談

・関係各課の相談担当者と連携する。

・スクールカウンセラーを設置し、安心して相談でき
る体制をつくる。

・家庭児童相談員や民生委員等と密接に連携をとり
なが
ら、被害者の支援に努める。

学校教育課 46

11
相談
体制
の充
実

50

関係課が共通認識を持ち、迅速で適切な対応に向
けて連携を強化し、被害者の個人情報の保護にも
配慮しつつ、被害者救済の第一歩である相談窓口
の利便性を高めます。

●庁内相談担当者間の連携強化／学校におけるス
クールカウンセラーの配置及び相談（学校教育課）

・関係各課の相談担当者と連携する。

・スクールカウンセラーを設置し、安心して相談でき
る体制をつくる。

・家庭児童相談員や民生委員、スクールソーシャル
ワーカー等と密接に連携をとりながら、被害者の支
援に努める。

学校教育課
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58

なし 46

46こども育成課

こども育成課

こども育成課

ＤＶや児童虐待等あらゆる暴力の早期発見に努め
るとともに、犯罪が起こりにくい地域づくりを進めま
す。

●要保護児童等対策地域協議会の開催

・要保護児童等対策地域協議会を開催し、関連機
関の連携情報の共有化を図る。

・市報やポスター等を通じて児童虐待やＤＶが犯罪
であることの周知を図り、疑いのある場合は、児童
相談所、市、民生委員等へ通告するよう啓発する。

ＤＶや児童虐待等あらゆる暴力の早期発見に努め
るとともに、犯罪が起こりにくい地域づくりを進めま
す。

●要保護児童等対策地域協議会の開催

・要保護児童等対策地域協議会を開催し、関連機
関の連携情報の共有化を図る。

・市報やポスター等を通じて児童虐待やＤＶが犯罪
であることの周知を図り、疑いのある場合は、児童
相談所、市、民生委員等へ通告するよう啓発を行
う。

ＤＶや児童虐待等あらゆる暴力の早期発見に努め
るとともに、犯罪が起こりにくい地域づくりを進めま
す。

●家庭児童相談システムの運用
・関係課の相談情報を一括管理し、情報共有を図
る。

13
早期
発見と
防止
対策に
つなが
る体制
整備

13
早期
発見と
防止
対策に
つなが
る体制
整備

59

58

41
あらゆ
る暴力
の早
期発
見と防
止対
策

なし

80

なし
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54

33
女性
の経
済的
地位
の向
上と環
境の
整備

58

農業・自営業等に従事する女性の役割や仕事への
適正な評価、労働条件の改善等への啓発を行い、
女性の経済的地位向上を図ります。

●家族経営協定の推進／関係機関と協力した農業
者への啓発

・農業委員会、県農業改良普及センターと連携し、
パンフレットの配布やホームページへの掲載、研修
会の実施等で周知を図り、優良農家へ家族経営協
定締結を働きかける。

・県農業改良普及センターと連携し、農家の所得向
上と女性の能力発揮のため、農村女性の加工グ
ループ等へ研修会の参加促進や販売助言等で支
援及び新たな育成を行う。

農林課 49

17
就業
の場に
おける
男女
共同
参画
の推
進

74

各種情報提供やセミナー等を通じ、女性の就労や
能力開発、起業等を支援します。また、市内事業所
等に対して、男女の区別なく個人の能力に応じた評
価と待遇を受けることができる職場環境づくりの重
要性を啓発します。
また、農業・自営業等に従事する女性の役割や仕
事への適正な評価、労働条件の改善等への啓発を
行い、女性の経済的地位向上を図ります。

●家族経営協定の推進／関係機関と協力した農業
者への啓発

・農業委員会、県農業振興センターと連携し、パンフ
レットの配布やホームページへの掲載などで、周知
を図り優良農家へ家族経営協定締結を働きかけ
る。

・女性の能力発揮のため、県農業振興センターと連
携し、女性農業者の研修会への参加促進やネット
ワークづくりなど、支援及び新たな育成を行う。

農林課

54

31
仕事と
家庭
の両
立支
援の
充実

54

市において、特定事業主行動計画に基づき、男女と
もに仕事と家庭生活が両立しやすい職場環境を推
進します。

●職員の男女共同参画推進デーの推進

・毎月最初の勤務日を男女共同参画推進デーと定
め、推進する。また、推進デーの周知に合わせ、
ワーク・ライフ・バランス等男女共同参画に関する情
報提供を行う

市民協働推進課 50

18
仕事と
家庭
の両
立支
援の
充実

83

ワーク・ライフ・バランスや働き方の見直し等につい
て啓発し、男女ともに仕事と家庭生活が両立しやす
い職場環境を推進します。

●職員の男女共同参画推進デーの推進

・毎月最初の勤務日を男女共同参画推進デーと定
め、ワーク・ライフ・バランスの実現を推進する。ま
た、推進デーの周知に合わせ、ワーク・ライフ・バラ
ンス等男女共同参画に関する情報提供を行う。

市民協働推進課
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第２次計画（後期計画）（現行計画） 第３次計画（案）

52

29
男性
の育
児へ
の参
加促
進

47

男性の育児への関心と意識を高めるために、男性
が参加しやすい環境づくりに配慮し、育児への積極
的な参加を促進します。

●子どもクラブ活動等への参加促進

・各町区、各地区及び市子どもクラブにおいて、球
技大会、マラソン大会及び野外活動等、親子で参加
できる行事や、各町区の代表者を対象に子育てに
関する研修会を開催する。

生涯学習課 50

19
男性
の家
事・育
児へ
の参
加促
進

84

男性の育児への関心と意識を高めるために、男性
が参加しやすい環境づくりに配慮し、育児への積極
的な参加を促進します。

●子ども会活動等への参加促進

・各町区、各地区及び市子ども会において、球技大
会、マラソン大会及び野外活動等、親子で参加でき
る行事や、各町区の代表者を対象に子育てに関す
る研修会を開催する。

・子ども会活動における男女共同参画の啓発への
支援を行う。

生涯学習課
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第２次計画（後期計画）（現行計画） 第３次計画（案）

52

29
男性
の育
児へ
の参
加促
進

48

男性の育児への関心と意識を高めるために、男性
が参加しやすい環境づくりに配慮し、育児への積極
的な参加を促進します。

●父親向けの育児講座の開催

・保育所・幼稚園等の園庭開放を土曜日にも実施す
ることで、父親に子どもとの関わりを促す。

・子育て支援センターや保育所で、父親向けに育児
への関心や意識を持ってもらうための講座や講演
会を開催する。

・子育て支援コーディネーター事業において、父親
にも関心を持ってもらえるような情報の提供を行う。

こども育成課 50

19
男性
の家
事・育
児へ
の参
加促
進

85

男性の育児への関心と意識を高めるために、男性
が参加しやすい環境づくりに配慮し、育児への積極
的な参加を促進します。

●父親への関連情報の提供

・保育所・幼稚園等の園庭開放を土曜日にも実施す
ることで、父親に子どもとの関わりを促す。

・（削除）

・子育て支援コーディネーター事業において、父親
にも関心を持ってもらえるような情報の提供を行う。

こども育成課

53

29
男性の
育児へ
の参加
促進

49

男性の育児への関心と意識を高めるために、男性
が参加しやすい環境づくりに配慮し、育児への積極
的な参加を促進します。

●父親向けの育児講座の開催

・保育所・幼稚園等の園庭開放を土曜日にも実施す
ることで、父親に子どもとの関わりを促す。

・子育て支援センターや保育所で、父親向けに育児
への関心や意識を持ってもらうための講座や講演
会を開催する。

・子育て支援コーディネーター事業において、父親
にも関心を持ってもらえるような情報の提供を行う。

健康増進課 50

19
男性
の家
事・育
児へ
の参
加促
進

86

男性の育児への関心と意識を高めるために、男性
が参加しやすい環境づくりに配慮し、育児への積極
的な参加を促進します。

●育児教室・幼児健診の実施

・２ヶ月児のほやほや教室、５、６ヶ月児の離乳食教
室等育児学級の中でも父親の育児参加を促す。

・両親、祖父母等、子育てに関わる人の育児教室や
幼児健診等への参加を促す。

健康増進課


